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密集市街地における狭隘路である路地は，交通・防災性能の低さや居住環境の悪さを根拠として，しばしば
批判の対象となっている．一方で，横丁や路地と呼ばれる細街路界隈の景観や風情，文化のあり方を地域資源
としてその価値を再認識し，地域戦略として保全・活性化していくような路地を中心としたまちづくりの取組
が，全国各地で進められている．狭隘な道路は，その形状から自動車の通過交通が入ってきにくく，自然と歩行
者優先のスペースとなる．その結果，路地は住民と訪問者がともに安心して生活・活動を行える場となり，歩い
て暮らせる集約型まちづくりの観点からも注目に値する．本研究は，路地が多く存在する密集居住区を対象に，
ネットワーク分析を用いて路地の重要性を街路ネットワーク構造の観点から再認識し，まちづくりにおける路
地の活用の可能性を検討する．
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1. 背景・目的

密集市街地における狭隘路である路地は，交通性能・

防災性能の低さや居住環境の悪さを根拠として，しば

しば批判の対象となっている．建築基準法第 42条およ
び第 43条には，原則としてあらゆる建物の敷地が幅員
4m以上の道路に 2m以上接しなければならないという
接道義務が定められている．建築基準法が重視してい

る道路の機能には，日常時の交通機能に加えて，日照

や通風を確保するオープンスペースとしての機能，火

災時の延焼防止機能や，災害時の円滑な避難・消火活動

を支える安全機能が含まれる 1)．路地と呼ばれるよう

な細街路は，しばしばその幅員が 4mを下回るため，路
地以外と接道しない建物は建築基準法と整合せず，し

たがって上述のような機能を十分に発揮できないと判

断されることが，路地が批判される大きな理由の 1つ
である．さらに，1995年の阪神・淡路大震災発生直後
に実施された複数の調査・研究から，救助・消火・物資

輸送といった様々な救援活動に多大な影響を及ぼした

街路閉塞現象が，幅員 4m以下の街路において特に多く
発生したことが明らかにされており 2)−4)，非常時にお

ける狭隘路は，道路として要求される機能を満足し難

い状況であったことが示された．

一方で，住宅・土地統計調査 5) によると全国の住宅

のうち約 33.1%が幅員 4m 未満の道路への接道または
未接道の状態にあり，昭和 25年の建築基準法制定以来
約 70年を経た現在も，路地は多くの人々にとって身近
な存在といえる．その背景には，財政や権利関係の問

題による拡幅整備の難しさもあるが，むしろ近年では，

横丁や路地と呼ばれる細街路界隈の景観や風情，歴史

性や文化のあり方を地域資源として再認識し，これら

を地域戦略として保全・活性化していくような，路地

を中心としたまちづくりの取組が全国各地で進められ

ている 6)．住環境の快適性という観点からも，地域ご

との風土や歴史・生活文化に応じて住み良い環境の質

は異なり，道路幅員といった物理的条件のみで捉えら

れるものではないとの見方もある 7)．路地は，その狭

隘な形状から自動車の通過交通が入ってきにくいため，
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自然と歩行者優先のスペースとなる．その結果，路地

は住民と訪問者がともに安心して生活・活動を楽しめ

る屋外空間となり，地域のコミュニケーションや近所

付き合いの誘発・促進に寄与している 8)．また，路地を

自動車が通行できない街路と考えると，路地を含めた

街路ネットワークは歩行者目線のネットワークであり，

自動車が通行可能な自動車目線のネットワークとは異

なる位相幾何学構造を有する．したがって，通行機能

と滞留機能の両面で，路地は街路ネットワーク上の歩

行者の行動に対して一定の役割を担っていると考えら

れる．こういった路地の特性は，歩いて暮らせる集約

型まちづくりの観点からも注目に値する．

さらに，路地はコミュニティの連帯感や防災体制を

育成する場でもある 9)，あるいは道路の拡幅による災

害対策よりも個別の建物の耐震・耐火性能を高めるこ

とが，防災上より重要である 10)，といった指摘からは，

路地が防災の観点から必ずしも排除されるべきもので

はない可能性が窺える．

本研究は，路地が街路網空間における個々の街路の

ネットワーク特性に及ぼす影響を分析することを通じ

て，路地の意義・役割を街路ネットワーク構造の観点か

ら再認識し，まちづくりにおける路地の活用の可能性

を検討する．具体的には，路地が多数存在する密集住

宅地である徳島県海陽町から選定した小地域において，

居住区内に現存する路地の位置や周辺街路との接続関

係を網羅的に調査した上で，路地を含む（i.e. 歩行者に
とって通行可能な）街路ネットワークと，路地を含ま

ない（i.e. 自動車が通行可能な）街路ネットワークの位
相構造を比較する．

2. 既存研究の整理と本研究の位置付け

土木計画学分野や都市計画系分野，建築計画系分野

においては，1990年代以降，路地に関する研究が盛ん
に実施されている．路地への表出の状況（植木鉢や物

干し等）や路地における人々の行為の実態を詳細に調

査した研究 11),12)や，路地のイメージや印象の評価に関

する研究 13),14),15)，また路地の保全のための計画論・制

度論 16),17)等が多く見られるが，街路ネットワークの位

相幾何学的構造に着目し，その中の路地の位置付けを

分析した研究は，高木ら 18)等の少数の例外を除いてほ

とんど見られない．

本研究の問題意識は，歩行者は通行可能であるが車

両の通行は不可能な街路に着目している点で，姫野ら

による中心市街地の通り抜け空間を対象とした研究 19)

と同様であるが，姫野らが沿道の店舗や施設との関連

の中で街路空間を調査・評価しているのに対し，本研

究は周辺の街路との接続関係の中で路地を捉えている．

図–1海陽町の位置（国土数値情報 28)に基づき著者作成）

姫野らが指摘するように，車両の進入がなく歩行者し

か通行できない街路は，人々の回遊行動を誘発し得る

と考えることができる．さらに，生活の基盤と密接し

ている居住区においては，そのような街路の存在は住

民の歩行習慣を促すことにもつながり，歩いて暮らせ

るまちづくりに対する示唆を内包していることが推察

される．本研究は，居住区内に現存する路地に着目し，

歩行者行動の特性を考慮したネットワーク指標を用い

て，街路ネットワーク全体の中での路地の位置付けを

分析する．

一方，街路ネットワークの解析手法としては，ネッ

トワーク理論や Space Syntax理論（以下，SS理論）が
多く用いられる．ネットワーク理論は，1950年代頃よ
り社会科学の分野で発展し 20)，その後，大規模な複雑

ネットワークやネットワークの構造を持つ様々な現象を

対象として，数学や物理学といった分野を含む学際的

研究領域として発展を遂げている 21)．SS理論は，1980
年代に Hiller and Hanson22) によって提唱された，都市

空間解析の理論である．これらの手法の街路ネットワー

クへの適用においては，街路区間の切り出し方（街路

のセグメントの方法）等が異なるが，いずれも多くの

研究によって，街路構造の定量化手法としての有効性

が確認されている 23),24),25)．本研究では，ネットワーク

上の各街路の重要性を多様な観点から評価するために，

ネットワーク理論において提案されている中心性指標

を用いる．

3. 分析対象地域の街路空間の特徴

(1) 分析対象地域の選定と特徴

本研究では，事前の調査から居住区内に路地が多数

存在し，また住民が日常的に路地を利用していること
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表–1海陽町の概要 27)

人口　 世帯数 面積　 人口密度

[人] [世帯] [km2] [人/km2]

徳島県 755,733 305,754 4,146.65 182.3

海陽町 9,283 4,198 327.65 28.3

　旧海南町 4,687 2,064 209.22 22.4

　旧海部町 1,859 924 26.36 70.5

　旧宍喰町 2,737 1,210 92.00 29.8

図–2旧海部町の居住区

図–3旧海部町の路地の風景

が観察された，徳島県の海陽町を分析対象とした．海

陽町は，県最南端に位置し，南東部は太平洋を臨み，北

は那賀郡，東は牟岐町，西は高知県安芸郡と隣接して

いる（図–1）．

北部・西部には 1,000mに及ぶ山々が連なり，これら
を水源とする二級河川の海部川・宍喰川が流れている．

海部川の下流域は，沖積作用によって形成された郡内

一の平野部となっている．2006年に旧海南町・旧海部
町・旧宍喰町という隣接する旧 3町が合併することに
よって発足した町であり，総人口は 9,283 人，面積は
327.65km2である（表–1）．農業，林業，漁業，商業と

多様な土地利用がなされており，特に人口密度の高い

地区の居住エリアにおいては家屋が密接し，幅員の極

めて狭い路地が多数存在している（図–2, 3）．

分析単位は，無理なく徒歩での移動が可能な空間範

!"#$

%&#$

'&#$

図–4 分析対象地区の位置（国土数値情報 28) に基づき

著者作成）

囲として，国勢調査の調査区分上の小地域（概ね大字

に対応）を用いることとした．具体的には，海陽町の中

でも比較的人口密度が高く，家屋等の建物が密に立地

している鞆浦地区，奥浦地区，大里地区の 3地区を分
析対象として選定した．3地区の位置関係を図–4に示

す．分析対象の 3地区のうち，鞆浦地区と奥浦地区は合
併前の旧海部町に，大里地区は合併前の旧海南町に属

する．旧海部町は，人口は 2,000人弱，面積 26.36km2

と際立って小規模な自治体であるが，特に臨海部の鞆

浦地区や奥浦地区を中心に家屋が密集しており，人口

密度は最も高い．一方，旧海南町は，旧 3町の中で人
口・面積ともに最も規模が大きいが，北側に山地が多

く人口密度は最も低い．なお，本稿では誌面の都合上，

以下では鞆浦地区についてのみ詳述する．

(2) 街路ネットワークデータの構築

路地を多く含む街路ネットワークの構造特性を分析す

るためには，分析対象地域における路地の位置や分布傾

向を把握する必要がある．分析対象地域の縮尺 1/2500
の電子地図を確認したところ，現地で生活道路として

利活用されている細街路の一部が，データ上は街路と

して捕捉されていないことがわかった．このような街

路は路地の有力な候補と考えられるが，空中写真等を

併用しても，建物の軒や樹木に隠れてしまい判読でき

ない場合が少なくない．そこで，現地調査によって，電

子地図上に取得されていない街路（以下，未取得街路）

の位置，周辺街路との接続関係，幅員といった詳細な

データを収集し，欠損している街路ネットワークデー

タを補完することとした．ただし，分析対象地域の全

域を網羅的に調査することは，作業量・時間が膨大に

なってしまい困難である．そのため，事前に電子地図

データと GISを用いて未取得街路の存在が推定される
場所を抽出し，現地ではこれらの抽出箇所周辺を重点

的に調査する，という方法 29)をとった．現地調査によ

る工程を含めた，街路ネットワークデータの作成手順

3
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図–5街路ネットワークデータの作成手順

は図–5の通りである．

手順 3. の未取得街路の推定方法 29)は，「接道条件を満

たさない建物が存在する街区には，未接道建物へ到達

するためのアクセス通路（未取得街路）が存在する可能

性が高い」という考え方に基づいて著者らの研究グルー

プが開発したものであり，路地の存在を推定する上での

1つの有力なツールといえる．(b), (c), (d)の過程におけ
るフィルタリングの際のパラメータは，薄井・浅見 30)

の知見を参考に試行錯誤的に決定した．なお，街路ネッ

トワーク構築の基盤とするデータには，GEOSPACE電
子地図データ 2017秋版（NTT空間情報株式会社製）を
用いた．

表–2各地区の街路および路地の基礎集計

鞆浦地区 奥浦地区 大里地区

面積 [km2] 0.592 1.085 3.430

総街路数 [本] 146 191 518

総街路延長 [km] 8.207 14.681 44.762

路地数 [本] 49 15 23

路地延長 [km] 1.017 0.650 1.218

路地率 0.336 0.079 0.044

路地密度 [本/km2] 82.770 13.825 6.706
総街路数は，路地と路地以外の街路を合わせた本数．

路地率：(路地数)/(総街路数)，路地密度：(路地数)/(面積)．

(3) 分析対象地域の街路ネットワークと路地

前節の方法で，分析対象地域である鞆浦地区，奥浦

地区，大里地区の街路ネットワークデータを構築した．

ここで，本研究における路地の定義を述べる．路地

を調査・分析した既存研究は多数存在し，研究者によっ

て路地の定義は様々であるが，多くの研究において (1)
幅員が狭隘であること（4m以下，2.7m以下等），およ
び (2)片側あるいは両側に建物が密集していること，の
2点が路地の条件として共通している．さらに，本研究
では，路地の「自動車が進入せず，歩行者のみが利用可

能」な街路空間であるという側面に着目している．以

上を踏まえて，本研究の路地の定義は，(1)幅員が 2.0m
以下であり，かつ (2)片側あるいは両側に一定程度以上
の密度で建物が立地している街路とした．(1)の条件は，
自動車の通行が困難であるものの歩行者であれば並ん

だりすれ違ったりする上で支障のない規模として設定

した．(2)の条件は，具体的には以下の通りに設定した．
まず，GIS上で，道路中心線から一定距離の平行線を生
成する．次に，生成した平行線を建物ポリゴンデータ

と重ね合わせ，重複する部分の長さを計測し，街路単

位で集計する．その上で，重複部分の集計値の街路長

に対する割合を算出し，この割合が 50%以上である街
路は (2)の条件を満たすものとした．

鞆浦地区の街路ネットワークを，図–6に示す．図中

の赤線は路地を，青線は路地以外の街路を表している．

また，鞆浦地区，奥浦地区，大里地区の街路および路地

に関する基礎集計を表–2に示す．鞆浦地区は，3地区
の中でもとりわけ路地が高密度に分布していることが

明らかである．ここで，路地の条件に建物と街路の位

置関係が関わっているため，3地区の建物の密度（建物
面積の総和を地区面積で除したもの）を調べると，高

い順に大里地区，奥浦地区，鞆浦地区となっており，表

–2の路地密度とは逆順である．このことから，鞆浦地

区では建物が地区内の一部のエリアにより密集して立

地しており，大里地区では地区内全域にまばらに建物

が存在することが推察される．

4
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図–6鞆浦地区の街路ネットワーク

4. 街路ネットワーク分析

(1) ネットワーク分析のための指標

ネットワーク分析は，様々な対象における構成要素

間の関係構造を探る分析方法である 31)．本研究は，街

路という実空間のネットワークを対象としている．街

路ネットワークでは，街路の接続関係を点と線によって

構成される構造として抽象化したものをとらえる．グ

ラフ理論において，その点と線によって構成される構

造として抽象化したものはグラフと呼ばれ，点はノー

ド，線はリンクと呼ばれる．ネットワーク中心性とは，

ネットワーク全体における各ノードの重要性を指標化

したものであり，適用するネットワークの性質や重要

性の捉え方等に応じて様々な指標が提案されている．

街路ネットワークにネットワーク分析を適用する際，

一般には，交差点をノード，交差点間をつなぐ街路を

リンクとしたネットワークに基づき「交差点の重要性」

を算出する 例えば23)．本研究では，居住区内での交通の

目的地や出発地は交差点ではなく街路上に存在するこ

とに着目し，街路をノードで，街路同士の接続関係を

リンクで表したリンクベースのネットワーク（線グラ

フ 32)）を構築し，「街路の中心性」を算出する．

街路 i (i = 1, · · · , n)の次数中心性 Cd(i)，近接中心性
Cc(i)，媒介中心性 Cb(i)は，式 (1)–(3)のように定義さ
れる．

Cd(i) =
n∑

j=1

gi j (1)

Cc(i) =
n − 1∑n

j=1 di j
(2)

Cb(i) =
2

(n − 1)(n − 2)

∑
i, j,k

a j,k(i)
a j,k

(3)
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図–7鞆浦地区の次数中心性のノードランク

ただし，gi jは，街路 i, jが直接接続していれば gi j = 1，
そうでなければ gi j = 0をとる 2値変数である．di jは街

路 i, jの位相構造上の最短距離，a j,k は街路 j, k間の位

相構造上の最短経路の数，a j,k(i)は街路 j, k間の位相構

造上の最短経路のうち街路 iを通るものの数を，それぞ

れ表す．近接中心性および媒介中心性は，ネットワーク

全体の構造が影響する指標であるため，ネットワーク

の規模（街路数 n）に応じて基準化されている．これら

3種類の中心性は，各々，次数（直接接続する街路の本
数），距離（他の全街路への位相幾何学上の距離），媒

介・伝達（他の街路間の最短経路上に位置する頻度）を

基準として提案された中心性であり，相異なるネット

ワーク特性を表現できる 31)．本研究における 3種類の
中心性は，次のように解釈できる．次数中心性は，直

接つながっている街路の数を表す．街路ネットワーク

内でランダムな移動をする場合は，次数中心性の高い，

すなわち多数の街路と接続している街路ほど，結節点

として経路上に現れる可能性が高いと考えられる．近

接中心性の高い街路は，対象地域内のあらゆる場所か

ら位相構造上到達しやすい街路であることを表す．媒

介中心性は，対象地域内のあらゆる出発地・目的地の

組合せにおいて最短経路として選ばれやすいことを表

す指標といえ，媒介中心性の高い街路は，分析対象地

域内で目的地が明確に決まっている場合に選択されや

すい街路であると考えられる．

(2) 分析結果

3 地区において，路地を含む（歩行者目線の）街路
ネットワークと路地を含まない（自動車目線の）街路

ネットワークを構築し，前節に述べた 3種類の中心性
を算出した．ここでは紙面の都合上，鞆浦地区の結果

について述べる．

まず次数中心性について，路地を含む歩行者目線の

ネットワークと路地を含まない自動車目線のネットワー

5
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図–8鞆浦地区の近接中心性の計算結果

クのノードランクを図–7に示す．路地を含むネットワー

クでは，路地が加わることによって路地以外の街路の

中心性が変化する．変化の方向性は，ほぼすべての街

路において次数中心性が増加または変化しない結果と

なった．また，鞆浦地区の路地の次数中心性は，その

他の街路と比較して高くない場合が多い．これらのこ

とから，ネットワーク内をランダムに移動するような

状況において，路地自体は経路として頻繁に選ばれる

わけではないものの，周辺の街路に追加的な経路の選

択肢を与えている可能性が示唆される．

次に，近接中心性について，2種類のネットワーク上
の中心性の分布とノードランクを図–8に示す．路地を

含むネットワークでは，路地を含まないネットワーク

に比べて近接中心性の値が全体的に低減している．す

なわち，路地が加わりネットワーク構造が密になるこ

とによって明確な中心地がなくなり，地区内の様々な地

点間の移動距離のばらつきが低減していることがわか

る．また，路地が加わったことによって，路地以外の多

くの街路の近接中心性が低下している．このことから，

路地の存在は，元来街路が稠密な地域の移動をさらに

効率化するわけではない可能性が窺える．

最後に媒介中心性について，2種類のネットワーク上
の中心性の分布とノードランクを図–9に示す．路地を

含むネットワークでは，路地が加わったことによって，

特に建物密集エリアの多くの街路の媒介中心性が低下

している．このことは，路地を含まないネットワーク

に対して路地が加わったことにより，最短（位相）距

離の代替経路が増加したことを示唆している．すなわ

ち，路地の存在が，地区内で明確な目的地をもった移

動における経路の多様性に寄与している可能性が推察

される．

5. まとめ

本研究は，密集市街地における狭隘路である路地が

歩行者中心の交通施設として機能している点に着目し，

居住区の街路ネットワークに対する路地の影響を検討

した．分析対象地域である徳島県海陽町において，歩

行による移動が無理なく行える範囲として，国勢調査

の小地域を分析単位に設定し，路地を含む（歩行者目

線の）街路ネットワークと路地を含まない（自動車目線

の）街路ネットワークの位相幾何学的特性を，中心性

指標を用いて比較した．歩行者行動の特性との関連性

から分析結果を解釈することにより，街路ネットワー

ク内に現存する路地が移動環境に及ぼす影響を考察す

ることができた．

なお，本研究の分析対象地域の一部である旧海部町

は，全国で自殺率が（島嶼部を除いて）最も低い，「生

き心地の良い町」として知られている 33)．岡ら 29) は，

旧海部町の地域特性として，路地およびその交差が非

常に多く，地域内の移動において多様な代替経路や迂

回路が存在することを指摘している．また路地が多い

ために住民が徒歩で移動する場面が非常に多く，路地

にしばしば見られる家屋に作り付けのベンチのような

施設（「みせづくり」と呼ばれる江戸時代から続く建築

様式，図–3右）では，道行く住民が腰かけて休憩や世

間話をしており，旧海部町の路地は，住民間の情報の

集散機能も担っているという側面が観察されている．

今後は，生活関連施設の位置等を踏まえ，経路の多

様性等より詳細なネットワーク特性について議論する

必要がある．その際には，みせづくりのような地域の

コミュニケーションのハブ機能にも着目し，研究を進

めていきたい．

＜謝辞＞ 本研究は，科学研究費若手研究（課題番号：
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